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破壊的インパクトを持つ５つのAIプロダクト

AIプロダクトが、飛躍的な生産性、新市場創出、産業界のゲームチェンジもたらす

Do you have a 
cozy inn?

はい。こちらがお薦
めでございます。

②ロボットハンド

③AIエージェント

①自動運転車

④スマートグラス
(VR/AR)

⑤機械翻訳

現場業務を自動化

情報の非対称性
を解消

場所の壁と言語の壁を解消
出所：Adobe Stock

ひとつも真の実用レベルに達していないが

5-10年以内に実用レベル



Copyright (C) Mitsubishi Research Institute, Inc. 3

サーキュラー経済の拡大

◼AI・デジタル技術は、回収率・稼働率をアップ、再利用・配送コストをダウン

◼リサイクル＆シェアリングの損益分岐点を下げ、サーキュラー経済が広がる

気軽に査定・相談できる

AIエージェント

街中を巡回して回収・配送する

自動搬送車

人より優秀な識別眼を持ち、
人より高速に掴み出す、

ロボットハンド

ロングテール需要の
発見とマッチングで

製品稼働率の最大化

廃棄・リサイクル製品

の回収率アップ
と再利用コストダウン

AI・デジタル技術の進展

需要と供給の

AI最適マッチング

自動化と最適化で

配送コストダウン

「サーキュラー経済」資源循環のみならず、有休資産の活用、製品寿命の延長、等を通じて価値を創出

金属・古紙・プラスチックの

資源リサイクル

自動車・自転車

シェアリング

服飾・育児・スポーツ・家電・
インテリア・書籍等の

中古品売買

服飾・スポーツ・アウトドア等
の(定額)配達レンタルサービス

製品販売サービス化

製造・流通・外食・家庭の
全フェーズにおける

フードリサイクル

リサイクル＆
シェアリングの

損益分岐点
の低下

出所：Adobe Stock
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フードロスの削減

※食品リサイクルの中核は飼料化・肥料化・メタン化であり、AI・デジタル技術はそれを補い高付加価値化の役割を担うもの

食
品
関
連
事
業
者

家
庭

◼調理ロボット、自動搬送車、需給マッチングAIは、フードリサイクルを促進

◼規格外品の利用、返品売残りの再利用、廃棄食材の削減が進む

精密な需要予測、需要検知、

需給マッチング

自動搬送車による

無人回収・配送

分別ロボットで規格外品
の可食部切り出し

＆ロボット調理

食材使い切りメニューの

提案AIと自動調理

AI・デジタル技術
の進展

規格外品の利用
見栄えの悪い農産物
市場価値低い雑魚

返品・売残り再利用
賞味・消費期限間近の食品

廃棄食材の削減
分別困難な家庭ゴミの削減
規格外品の利用促進も

解決できること

出典：農林水産省、食品ロスの削減に向けて、
http://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/attach/pdf/161227_4-37.pdf

339万トン

※規格外品、返品、
売れ残り、食べ残し

282万トン

※食べ残し、過剰除去、
直接廃棄

食品廃棄物
（可食部分）

加工・分別コストが高い

安定需要が見つからない

広域回収コストが高い

フードリサイクル・
フードロスの課題

食材を使いきれない



Copyright (C) Mitsubishi Research Institute, Inc. 5

デジタル革命から低炭素社会を

「第四次産業革命」とも言われる産業と社会・暮らしのデジタル革命は、

低炭素社会にも大きなインパクト

サーキュラー経済の実現はその一例

他にも

・AR/VRと機械翻訳の実用化で、国内外でテレワークするデジタル移民が登場

・適時適量・地産地消のコンパクトなスマートタウンこそが豊かな暮らし

供給サイドだけでなく、暮らし方・働き方・街づくりのデジタル革命から考えると、

豊かな低炭素社会が見えてくるのではないか？
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本資料は、みなさまのご参考となるよう、株式会社三菱総合研究所が独自に作成したものです。
本資料は、各種ニュース記事やプレスリリース、インターネットホームページ等の情報に基づいて作
成しておりますが、別途の検証を経ずそのまま使用しています。その正確性および完全性、妥当
性、公正性について、当社は何ら責任を負うものではなく、また何らの保証もするものではありませ
ん。また、本資料のいかなる部分も一切の権利は、株式会社三菱総合研究所に属しており、全
体的か部分的かにかかわらず、電子的または機械的か問わず、いかなる目的であれ、無断で使
用、複製または送信などを行わないようにお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。


